
 

 

 

環境試料中のプルトニウム確認調査実施要領 

 

 

１　基本的考え方 

　泊発電所３号機のＭＯＸ燃料の使用に関し、地域住民の安心確保の観点から、ＭＯＸ

燃料初装荷前後において、プルトニウム測定を実施し、環境中のプルトニウムの放射能

レベルを確認するものである。 

　　この確認調査は、発電所からのプルトニウムの影響がないことを確認するものである

　が、他県の測定結果では、過去に行われた核爆発実験等の影響によるプルトニウムが検

　出されていることから、フォールアウトの影響を念頭に置き、発電所操業前のプルトニ

　ウムの放射能レベルについても把握した上で、ＭＯＸ燃料初装荷前後のデータを比較対

　照することにより確認する。 

 

２　調査の分担 

    環境放射線監視及び温排水影響調査基本計画（以下「基本計画」という。）と同様、

　北電は主として発電所近傍に重点を置き、道は北電が対象とする範囲より広い範囲にお

　いて調査を行う。 

 

３　調査期間 

　　調査期間は、平成22年度からＭＯＸ燃料初装荷後の最初の定期検査が終了した年度の

　翌年度までとする。ただし、この定期検査終了後にその年度の最初の試料採取が行なわ

　れる場合には当該年度までとする。 

　　また、フォールアウトの影響把握に資するため、泊発電所操業前に採取した試料によ

　る調査も行うこととし、試料採取時期に応じ、次の調査名とする。 

  （１）ＭＯＸ燃料装荷前調査：平成22年度からＭＯＸ燃料初装荷までに採取した試料による調査 

  （２）ＭＯＸ燃料装荷後調査：ＭＯＸ燃料初装荷後に採取した試料による調査 

  （３）発電所操業前調査：昭和61年9月から昭和63年9月までに採取した試料による調査 

 

４　調査内容 

　　プルトニウム確認調査は、次に掲げる項目に基づき実施することとし、具体的な調査

　計画は別紙１及び２のとおりとする。   

（１）測定項目・測定方法 

   　 ＭＯＸ燃料にはウラン燃料と異なり初めからプルトニウムが含まれていることから、

　　核分裂性のプルトニウム(239)を調査対象とする。 

 　 　なお、プルトニウム(239)とプルトニウム(240)から放出されるアルファ線のエネル

　　ギーはほぼ等しいため、文部科学省の「プルトニウム分析法」では、両核種の合計量

　　を測定結果としているので、プルトニウム(239+240)を測定項目とする。 

　　〈測定項目〉 

　プルトニウム(239+240) 

　　〈測定方法〉　　 

　　　　文部科学省が定める測定マニュアル「プルトニウム分析法」による。



 

 

 

（２）対象試料　 

　過去に行われた核爆発実験等の影響によるプルトニウムが検出されていることか

ら、環境における放射性物質の分布と推移の傾向の把握に資する試料を基本計画で定

める環境試料の中から選定する。 

  具体的には、バックグラウンドの把握も考慮し、現在、フォールアウトの影響によ

るプルトニウムが検出されている陸土及び海底土を対象試料とする。 

　また、環境レベルの変動を的確かつ迅速に把握することも考慮し、指標植物（クマ

イザサ）、指標海生生物（ほんだわら）についても対象試料とする。 

　　　なお、発電所操業前調査については、これらの対象試料のうち、プルトニウム測定

　　のための必要量が確保できるものについて調査する。 

 

（３）採取地点 

　　　発電所からの影響がないことを確認する観点から、採取地点は発電所周辺地域と

　　する。 

 

（４）採取頻度・時期 

      採取頻度については長半減期放射性核種であることから、年１回とする。 

　　　また、基本計画で定める環境試料を採取・前処理後、分取し、プルトニウム測定に

　　供することから、採取時期は基本計画と同じとする。 

 

５　調査結果の評価・確認 

    調査期間終了後、環境試料中におけるプルトニウムの放射能レベルについて、次に掲

　げる参考データも参照しながら、ＭＯＸ燃料初装荷前後のデータを比較対照することに

　より、技術部会で評価し、監視協議会で確認の上、公表する。 

なお、調査期間中のデータは年度毎に技術部会及び監視協議会に報告することとする。 

    《評価のための参考データ》 

        ・泊発電所周辺環境放射線監視結果 

        ・泊発電所における放射性廃棄物の放出状況 

        ・他県におけるプルトニウム測定結果 

        ・環境放射能水準調査結果〔プルトニウム〕 

 

６　その他 

　　泊発電所周辺地域におけるプルトニウムの放射能レベルを把握するため、平成21年度

　に実施した環境試料中のプルトニウム調査結果についてもＭＯＸ燃料装荷前調査のデー

　タとして取り扱うこととする。     



別紙１

プルトニウム調査計画

（ＭＯＸ燃料装荷前及びＭＯＸ燃料装荷後調査）

試料 試料の種類 採取地点名 実施 地点 採取頻度

区分 （試料名） 機関 記号※ （採取時期）

陸上 陸土 ヘロカルウスポスト付近 HLS-1

試料 センターほ場 道 HLS-3 １回／年

島野会館ポイント付近 HLS-5 (第１四半期)

神恵内ステーション付近 HLS-6

堀株地区 北電 ELS-1

指標植物 宮丘地区 HLI-2

(クマイザサ) 野束地区 道 HLI-3 １回／年

神恵内地区 HLI-4 (第１四半期)

堀株地区 北電 ELI-1

海洋 海底土 岩内港前浜 道 HSS-3

試料 神恵内港前浜 HSS-4 １回／年

堀株前浜 北電 ESS-1 (第１四半期）

茶津前浜 ESS-2

指標海生生物 堀株前浜 北電 ESI-1 １回／年

(ほんだわら) 茶津前浜 ESI-2 (第２四半期）

※ 表中、地点記号は基本計画の中の地点記号と同じ



別紙２

発電所操業前調査計画

試料 試料の種類 採取地点名 実施 地点 採取年度
※2

区分 （試料名） 機関 記号※1 S61 S62 S63

陸上 陸土 ヘロカルウスポスト付近 HLS-1 ○ ー －

試料 センターほ場 HLS-3 ○ － －

島野会館ポイント付近 HLS-5 ○ ○ ○

神恵内ステーション付近 道 HLS-6 ○ － －

指標植物 宮丘地区 HLI-2 ○ － －

(クマイザサ) 野束地区 HLI-3 ○ － －

神恵内地区 HLI-4 ○ ○ ○

海洋 海底土 岩内港前浜 HSS-3 ○ ○ ○

試料 神恵内港前浜 HSS-4 ○ － －

※１ 表中、地点記号は基本計画の中の地点記号と同じ

※２ 採取年度の欄は発電所操業前（昭和61年9月から昭和63年9月まで）に採取した試料

においてプルトニウム測定のための必要量が確保できる年度に○印を付けている


